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衆
議
院
議
員
服
部
良
一
君
提
出
成
田
国
際
空
港
周
辺
地
区
の
騒
音
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
成
田
国
際
空
港
に
よ
る
騒
音
問
題
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
成
田
国
際
空
港
（
以
下

「
成
田
空
港
」
と
い
う
。
）
の
設
置
及
び
管
理
を
行
う
者
で
あ
る
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
（
以
下
「
空
港
会
社
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
四
号
。
以
下
「
成
田
会
社
法
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
一
項
第
四
号
ニ
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、
成
田
空
港
周
辺
の
三
十
三
か
所
に
設
置
し
た
航
空
機
騒

音
測
定
局
に
お
い
て
、
航
空
機
の
離
着
陸
時
に
お
け
る
騒
音
（
以
下
「
航
空
機
騒
音
」
と
い
う
。
）
を
通
年
測
定
す
る
と
と

も
に
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十

号
。
以
下
「
騒
防
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
い
る
第
一
種
区
域
、
第
二
種
区
域
及
び
第
三
種
区
域
の

内
外
に
設
け
た
五
十
八
か
所
の
航
空
機
騒
音
短
期
測
定
地
点
に
お
い
て
、
夏
季
及
び
冬
季
の
連
続
し
た
七
日
間
に
お
け
る
航

空
機
騒
音
を
測
定
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
空
港
会
社
が
公
表
す
る
こ
れ
ら
の
測
定
結
果
を
通
じ
て
成
田
空
港
周
辺
に

お
け
る
航
空
機
騒
音
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
Ｂ
滑
走
路
（
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
飛
行
コ
ー
ス
直
下
の
成
田
市
東
峰
地
区
」
は
、
成
田
空
港
の
範

一



囲
内
に
存
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
港
会
社
は
、
成
田
会
社
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
ニ
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
と

し
て
の
航
空
機
騒
音
の
測
定
は
実
施
し
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
成
田
国
際
空
港
に
よ
る
現
在
の
騒
音
問
題
」
及
び
「
そ
の
場
合
の
騒
音
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
成
田
空
港
は
、
騒
防
法
第
二
条
に
規
定
す
る
特
定
飛
行
場
で
あ
る
こ
と
、
及
び
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策

特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
騒
特
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
定

空
港
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
港
会
社
は
、
騒
防
法
の
規
定
に
基
づ
く
住
宅
の
騒
音
防
止
工
事
の
助
成
、
移

転
の
補
償
等
、
緑
地
帯
等
の
整
備
等
、
及
び
騒
特
法
の
規
定
に
基
づ
く
土
地
の
買
入
れ
、
移
転
の
補
償
等
の
措
置
（
以
下

「
騒
防
法
等
に
基
づ
く
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、
国
、
千
葉
県
、
空
港
周
辺
九
市
町
及
び
空
港
会
社
に
よ
り
構
成
す

る
成
田
空
港
問
題
に
関
す
る
四
者
協
議
会
（
以
下
「
四
者
協
議
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
成
田
空
港
の
年
間
発
着
枠
を

二
十
二
万
回
か
ら
三
十
万
回
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
当
該
発
着
枠
の
拡
大
に
伴
い

航
空
機
の
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
区
域
等
の
範
囲
が
拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ

二



と
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
騒
防
法
第
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
て
い
る
第
一
種
区
域
に
つ
い
て

の
変
更
手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
千
葉
県
に
お
い
て
は
、
騒
特
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都

市
計
画
に
定
め
て
い
る
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
及
び
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区
の
変
更
手
続
を
進
め
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
手
続
の
完
了
後
は
、
空
港
会
社
は
、
変
更
後
の
第
一
種
区
域
等
に
お
い
て
、
騒
防
法
等
に

基
づ
く
措
置
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
Ｂ
滑
走
路
（
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
飛
行
コ
ー
ス
直
下
の
成
田
市
東
峰
地
区
」
は
、
成
田
空
港
の
範

囲
内
に
存
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
港
会
社
に
お
い
て
は
、
騒
防
法
等
に
基
づ
く
措
置
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
今
後

も
実
施
す
る
予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
騒
音
問
題
」
及
び
「
被
害
者
及
び
そ
の
関
係
者
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
国
、

茨
城
県
、
千
葉
県
、
関
係
市
町
、
関
係
市
町
の
住
民
、
空
港
会
社
等
で
構
成
す
る
成
田
国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会
に
お
い

て
、
成
田
空
港
に
お
け
る
航
空
機
の
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、

毎
年
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

三



四
に
つ
い
て

御
質
問
は
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
に
、
空
港
会
社
の
当
時
の
代
表
取
締
役
社
長
が
、
い
わ
ゆ
る
東
峰
区
住
民
に
向
け
て

発
出
し
た
手
紙
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該
手
紙
は
、
同
社
長
自
ら
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
田
空
港
の
建
設

の
進
め
方
に
当
該
住
民
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
た
部
分
が
あ
っ
た
と
の
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、
平
行
滑
走
路
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
話
合
い
に
よ
り
進
め
て
い
き
た
い
と
の
意
思
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
空
港
会
社
に
よ
る
平

行
滑
走
路
の
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
化
の
実
現
に
向
け
た
取
組
に
対
し
て
、
当
該
住
民
の
理
解
を
得
る
べ
く
発
出
さ
れ
た
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
空
港
会
社
は
、
成
田
空
港
の
建
設
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
話
合
い
に
よ
る
解
決
を
目
指
す
方
針
に
変
わ
り
は
な

く
、
今
後
と
も
、
誠
意
を
も
っ
て
話
合
い
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

四


